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執 筆 要 項

1．原稿の構成
1）掲載形態は①特集論文②自由論文の、①②いずれかであること

2）タイトルは日本語のみの表記とする（要約は不要）

3）所属名
学校名または学部・学科または所属課・事務室、職名（教員の場合）、執筆者名

4）本文・注・文献（仕上がりは B 5判）
400字詰め原稿用紙 35枚程度
（1ページ 43字×33行＝1,419字、表題等のスペース（9行分）も含め、原則として 10ページ以
内。図表等で 10ページを超える場合は事前に相談。）
文中表記について、句読点の仕上がりは「、」「。」とする
注釈の形式は、脚注・文末いずれも可。他に基準は設けない。
参考文献の記載は、文末のみ可。他に基準は設けない。

5）図表、写真の使用について
原則として版下図を提出すること
他からの引用については、必ず執筆者が許諾手続きをとること

2．連絡先：追手門学院大学教育研究所
1）デジタル原稿の場合、電子メール（添付ファイル形式）、CD または、FD（フロッピーディスク）
2）プリントアウトしたものを 1部（A 4判）提出する
3）CD、FD（フロッピーディスク）は原則として返却しない

3．原稿の校正
1）原稿の校正は 2回までとする
2）校正時の執筆者による大幅な加筆・修正は認めない

4．その他
著作権は追手門学院大学に帰属し、刊行後本学ホームページ上で公開します
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